コータン・ドモコ仏寺遺跡出土千手千眼観音壁画の初歩的考察―敦煌との比較を兼ねて― by 姚 崇新 & 濱田 瑞美
コータン・ドモコ仏寺遺跡出土千手千眼観音壁画の
初歩的考察―敦煌との比較を兼ねて―













































































































































































































但是児子在腹中留不住。貪婪於新生児的羅刹女、以他們充食。她們有通過十五種途径而生的疾病、 這些疾病発生在孩童身上。她們総是得到機会、甚至奪走已経在腹中的人的胚胎 為了她們、我今説明呪 令她 能遣除孩童身上的疾病。
　　　　　　　　　　　　　　　　
  （第二二～三七行）
（意訳）〔観自在菩薩が仏に対して説いた〕天仏よ、もしある女子たち、彼女たちが男子を好み、息子を望んだとしても、息子を腹の中に留めることができない。新生児をむさぼる羅刹女が、彼らを食べているのである。彼女 には、 十五種の径路を通過する際に発生する疾病があり、これらの疾病が子供の身に発生する。彼女たちにはいつも、すでに腹中にある人 胚子を奪い去られるということさえ起こり得る。彼女たちのために、我はいま明呪を説き、彼女たちに子供の身 ふりかかる疾病を取り除くことができるようにさせ のである。









携帯此明呪、尊者観自在菩薩将如此保佑她、無論她有何種願望、皆可得実現。而且丈夫変得親切和藹、 諸子茁壮成長 不会死去。無論她做何種業、都将得生於妙好受生中、得毎個人的喜愛、言談柔美。 （若是）
她
先前腹

















































と明言するが、この『護身符』は観自在菩薩の所説となっている。こうした形式には、他に何か深い意味があるだろう れが子を授け、子を護るという観音菩薩の効能か 出たものであることを、我々は認めるこ が きよう。観音の子授けは、経典に依拠するものである。 『法華経』観世音菩薩普門品には「若有女人、設欲求男 礼拝供養観世音菩薩、便生福徳智慧之男設欲求女、 便生端正、 有相之女
（もし女人ありて、 たとえば男子が欲しいならば、









しくはなかったはずである。経典のこの一節によって 観音の 授け・子護り、および婦 ・児童を保護するという効能を比較的容易 透導した。したがって 『護身符』の文の書きぶりは于
闐
人の観音信仰に内包される要素の












『護身符』そのものは観音信仰を反映するものである。したがって我々は『護身符』によっ 、于闐の観音信仰が雑密 影響を受けてい 痕跡ととも















































































yul lung bstan pa ）
の内容は、訶梨帝母が観音菩薩と同様に、于闐の国家の守護
神の一つであることを実証するものである。要 に、 『護身符』 、于
闐
挿図 （　訶梨帝母と子供たち、ファルハード・ベグ・ヤイラキ F. XII 寺院遺跡出土壁画、
F. XII. 004、6 世紀中頃、ニューデリー国立博物館蔵

























Stein Painting 177 ）、大英博物館に所蔵さ
れており、年代はおよそ九世紀である。絵画は全部で三枚あり、表裏両面にそれぞれ一尊の神祇が描かれており、 神祇像は合わせて六尊である。 ただし第一枚目の表面の上方に これら神祇全体に関する題記があり、 その中に「六箇女神」 「此十六箇神」等の字句があるため これらの神祇は十六尊一組で、現在わずかにその中 尊が残されてい ことがわかる。 み 女性で、獣首
（あるいは鳥首）
人身で、それぞれ牛首、鳥首、猫首、鹿首、猴
首、鶏首 ある。 の上半身は裸で、豊満な乳房を露出し 下半身に 短裙を着け、子供を抱くものや、子供を足元にあらわすもの ある。その他十尊の女神もおそらく獣首
（あるいは鳥首）
人身であったと想像できよう。



















































































すでに固定化して た。すなわち右 文に列挙されていた文殊、弥勒 観世音、虚空蔵、地蔵、普賢、大勢至および薬王菩薩のことで る。そのうち観音菩薩は第三番目で、 「八菩薩」の中での地位は低くない 見られる。これは観 が于闐 お て変わらず「護持」 役目を演じて たことと関係があるだろう。　
于闐には絶えず観音信仰の伝統があった以上、当地で若干の観音菩薩 図








































ルハード・ベグ・ヤイラキ F. XII 寺
院遺跡出土壁画、F. XII. 005、6 世紀
末～ 7 世紀初、所蔵不明










































よびその他の固有名称 持った菩薩 ども 外観を沙門形とする規定のある地蔵菩薩のほかは、造形の上ですべ この女性化 変化が起こって るのであり、ただ最終的な結果を見 、観音 変化 最も徹底していたというに過ぎない。中原 観音菩薩の造形の特徴の変化はおよそ隋唐の交代時期
挿図 （　観音菩薩、ガンダーラ出土、石彫、2 ～ 3 世紀
挿図 （　観音菩薩（残片）、于闐寺院遺跡出土壁画、Bal. 03、
7 世紀前後、ニューデリー国立博物館蔵
挿図 （　観音菩薩（残片）、于闐寺院遺跡出土壁画、Kha. i. 
C. 0054、7 世紀前後、ニューデリー国立博物館蔵










































造形芸術と同様に、ガンダーラ芸術 影響 保有す ことを基調としながらも、一方で中原からの影響を受けていたことを明らかに感受できよう。と同時に、そのとき于闐と敦煌 両地の観音の造形芸術が交流し、互いに影響し合っていたことも感じられよう。　
上述したように、于闐の観音信仰はたしかに雑密の影響を受け続けていた



























































































手千眼観音の頭部、胸部および身体 左側 正大手の腕の一部しか残ってない。その残片はほぼ方形を呈し、約五十平方センチメートルである。画面が欠損しているため、この千手千眼観音 坐像か立像かは不明であるが、その基本的 構図形式は確定することが きる。すなわち一面千 、こ も中国内地の千手千眼観音像 中で最も流行した構図形式である 観音 頭部後方に円形の頭光があり
（身光もあると推測される）
、頭光は二重の光暈によ
って構成され、外側は地色を白色とし 外縁 紅褐色の暈染を施し、内側白色の地色に浅緑色 暈染を施す。観音 頭部には華鬘冠を戴き 冠繒が肩に垂れる。面部は豊満で、額に第三の目を縦向きにあらわし、眉や眼は細長く、両目は閉じ気味で下方を俯瞰し、唇と鼻は細く 髭鬚 なく 典型的な女性の面貌となっている。耳朶は肩まで垂れ、蓮華の耳璫をつけ、左肩から一条の柘榴の花飾を垂らす。頸部に 三道をあらわし、頸元に連珠の装飾および宝石と花形の胸飾をつけ 残存している正大 を見ると みな臂釧と腕釧をつけている。胸前で正大手が合掌し そ 他の正大手 掌にみなそれぞれ一眼 あらわし、持物があ ただし、現状では、わずかに二種類
























千手千眼観音の正大手が執る、あるいは奉じる宝物であ 伽梵達摩訳『千手千眼観世音菩薩広大円満無礙大悲心陀羅尼経』 は「若為腹中諸病、当於宝鉢 ……若為 闇無光明者、当於日精摩尼手、若為熱毒病求清涼者、当於月精摩尼 生生之衆不離諸仏辺者 当於化仏手。
（もし腹中に諸々の





る。千手千眼観音に関す その他の経典、たとえば 空訳『千手千眼観世音菩薩大悲心陀羅尼』 、 『摂無礙大悲心曼荼羅儀軌』および蘇嚩羅訳『千光眼観自在 秘密法経』などにも類似の表記が見られる。したがっ 日精・月精・化仏・宝鉢は、千手千眼観音図像 中 基本的な要素であり、日精・月精は通常、太陽・月の図案を用いて表現さ る。つまり壁画 あらわれた化仏も経軌中の「化仏手」に対応するものと見ら 、円い容器もま 経軌中の「宝鉢手」に対応するものであろう。画面 中 円形の持物 至っては、月の図案をもって月 をあらわしていることは疑いない。とすると、その中の
挿図 （　ドモコ・カラドン１号仏寺出土千手千眼観音壁画描き起
こし





























れ太陽と月を戴く。左手に太陽 右手 月で 陽と月の形状は上述 如くである。　
中原の伝統では、周知の通り、太陽と月の図像表現は一般的に中国の古代
神話と関係がある。すなわち太陽の中 は三足烏、月の中 は桂樹、玉兎、





挿図 （　摩醯首羅天、バラワステ出土、Bal. 0200、7 世紀前後、
ニューデリー国立博物館蔵











































の円形部分 欠損部には おそらく樹木が描かれて たのではなかろうか。
挿図 （（　莫高窟第 113 窟主室東壁南側千手千眼観音経変、盛唐
挿図 （（　莫高窟第 176 窟東壁門上千手千眼観音経変、中唐








































挿図 （（　MG. 17659 敦煌蔵経洞出土千手千眼観音画像部分挿図 （（　MG. 17659 敦煌蔵経洞出土千手千眼観
音画像部分



































































もまた非常に高いレベルで相似していることを見出すことができる 宝鉢はともに腹部がやや膨らみ、口の部分は少し窄まってい 。両者は完全に同一の類型に属すものである。このほか、鉢内の什物とし 描かれている細部完全に一致している。　
最後に、両者の画面にはともに蓮茎があらわされ、蓮華の形も一致してお
















対比の度合いが強いことである。これは両地における絵画技法の伝統に差異があることを反映して る ともに、于闐の画風がその地で強く根付いていることをあらわして よう。　
仮に絵画技法の伝統を論じないならば、以上の比較を通して、我々は、カ
ラドン千手千眼観音の絵画は中原の図像の伝統 由来するものであると確かに言うことができる。それは、ただ単に中原 図像 何かの要素を吸収したということでは決してなく、中原の図像の粉本をほぼ忠実に複写したる。敦煌絵画 の極めて高い精度で 相似を考慮す ならば、さらに、そ粉本が敦煌地域からもたらされたもの あるとの推測も可能 ろう。　
このようにドモコ・カラドンの千手千眼観音絵画は中原の図像の系統に由




















































ドンの千手千眼観音の絵画と密接な関係にある敦煌 区 千手千眼観音像もまた盛唐期になって出現し始めている。とするなら、于闐の当該の 手観音の絵画が制作された年代 八世紀より早くには決してなりえない。敦煌の粉本が于闐に伝播する際の自然な時間の差を考慮 とき その年 を八世紀 中期前後に置く が妥当であると考えられよう。　「報告」では、この千手千眼観音壁画の重修や重ね描きの痕跡の有無についての言及がないため、この壁画は壁面に初めて描かれたも 認識される。このことは、この千手千眼観音 制作年代と、カラドン一号仏寺 創建
年代とが一致していることを意味する。すなわち、この寺院の創建年代もまた八世紀中期前後であるべきで、 「報告」が判定した七世紀ではない。　
地理的には、敦煌は于闐が中原の仏教図像の粉本を得るのに最も都合のよ



































































の図像は中原から来たものであることは疑いな 。注意されるのは、ドイツのトルファン探検隊がかつて高昌故城で取得し 一尊の人物形の小型木彫像である。総高はわずか一一・二センチメートルで、高浮彫であらわさ 、剃髪とし、頭部後方に 宝珠形の頭光 あらわし、面部は豊満で、襟元を交差させて袈裟を着す。青年沙門形で 舟形の龕内に半跏趺坐 、左手は胸前で宝珠を執る。木龕にもともとあった蓋はすでに失われているが 龕蓋 固定する金属の蝶番はまだ残っている
（挿図
（（）。従来、この彫像は僧侶あるい




違いない。青年沙門の形姿、半跏踏み下げの坐勢、手に宝珠を執る点 沙門形の地蔵に見られる基本的な造形 特徴である。また もしそ 豊かで円
挿図 （（　木彫地蔵菩薩像、ドイツ・トルファン
探検隊収集、高昌故城出土、MIK Ⅲ 4722、8 世
紀





































































































































































で十六行である。内題 「観世音菩薩勧攘災経一巻 と る。経文の大意は以下の通りで る。
︱︱
観世音菩薩は閻浮提内の太山がまさに崩れ、災難が


















MIK Ⅲ （（（（、（ 世紀







































西域の観音信仰の情況、つまり西域 民衆が観音 の除災祈福と苦難救済にすがる心理を反映している。この経典は敦煌の疑偽 の表述形式に依っていると見られるが、その核心 内容 自 の実際的な需要に拠 て造り上げられたものであ 。この実際 需要と 、観音信仰 宣揚と、西 観音信仰の影響力の拡大である。　
すなわち、 『観世音菩薩勧攘災経』は西域の民衆が内地の観音信仰を宣揚
するために「再創造」したもの り、当時の西域における唐代 観音信仰の影響を十分 窺うことができる。 と同時に、 こ 経典の出土地と創作地は、
四鎮の観音信仰との関係が密接であり、クチャをその主導的な地位に位置付けられることを明らかにあらわしている。　
また、この『攘災経』がコータンで発見されたことは、西域のその他の地




観音の様式 見られる。その観音は一方 手 浄瓶を提げ、 う一方 手に未敷蓮華を執り、腰をひねり
S字形の姿態をあらわす。これが典型的な唐代
の観音の造形で、年代は八世紀以降に相当する。観音像を護身符とすることと、前述の観音を主題とする写巻を護身符とする ととは、見た目は異なも意味するところはまさに同じで、相互に呼応しており、両者はともに于闐の観音の護持 効能をあらわしてい 。　
これまで述べてきたことをまとめると、八世紀中期前後の于闐地域におい


























域である。それは五世紀後半期を下らず、また経典の漢訳を通じて、早くから中原の観音信仰に対して一定の影響を与えてき 可能性がある。しかし、七世紀前後までは、于闐の観音信仰およびその造形芸術には独自の伝統があった。信仰の方面 が雑密の影響を受けた痕跡を充分に感じとることができる。陀羅尼の念誦を通じ、懺悔滅罪、祈願を行う は于闐の観音信仰の伝統 一つ ある。と同時に、観音の護持 特性が非常に突出したものであ も存分に感じとることができる。観音菩薩は于闐の婦女・児童、特に児童を保護する重要な神祇の一つであるとともに、于闐の重要な護国の神祇 一つでもあった。すなわち 観音菩薩は古代 于闐 重要な保護神であったのである。芸術表現 面 は、于闐 早期の観音 造形芸術はインド、ガンダーラ、ペルシャ、および中国中原地域から複合的な影響を受けた。中原の影響を受けたことが顕著な 象は、于闐の 造形が女性的なものに変化したことである。と同時に 敦煌芸術とに何がし 関連性を感じさせる。八世紀以降、西域におけ 唐朝勢力の堅固さおよび更なる強化に随って、唐代の仏教と仏教芸術は西域全土に影響を及ぼし始めた 四鎮区域はそれが最も明瞭で、その重要な現象は唐代の数種 仏教宗派 主要な菩薩信仰の伝播である。唐代の観音信仰およびそ 造形芸術は直ちに西域の地への影響を開始した。それま 全般的には未形成 った西域の観音信仰 様相は一変し、こ を契機として 由来の唐代 観音信仰およびその造形芸術が主導的な地位 占めたのである。唐代の観音信仰は主に顕教の聖観音 と密教 観音信仰の二つの類型に分かれており この二類型
観音信仰がともに西域の地に流伝したのである。こうした歴史の大勢のもと、八世紀以降、唐代の顕・密の二類型の観音信仰は于闐にも及び、こ 地域の観音信仰およびその造形芸術の様相にも同様に大きな変革が起こった。信仰の内容でいえば、護持 特性が保持され続けるということのほかに、 『観世音菩薩勧攘災経』の発見など 状況から見て、唐代 に伝統的な除災祈福や苦難救済など 要素 増加した。造形芸術の面は漢様式が主流であり、そのことは、于闐地域で流行した携帯式の唐代 式 金銅 像およびカラドン一号仏寺から発見された千手千眼観音像によっ 証明される。こうした携帯式の金銅観音像は盛唐期の聖観音造形 コピーである。そしてこの千手千眼観音壁画について 絵画技法を除けば その図像形式は中原の唐朝 図像の系統に由来するものであることは確実であろう。こ 壁画 図像の更なる比較分析を通して、我々は、こ 粉本が敦煌から来た可能性を認識する。す わち、この密教観音図像 唐代 密宗が西域に流伝し 証拠一つとみなせるのである。この千手千眼観 像が中原の図像 系統に由来するものであると確定す とともに、壁画が塗り重ねられたものではないという状況を考え合わせるとき、我々は、当該仏寺の創建年 が八世紀より前には遡らないことを認めてよかろう。　
すなわち、本文の個別の考察を通して、于闐と中原内地や、于闐と敦煌の
間の仏教と仏教芸術の交流に対す 理解は豊富なも となった。于闐と内地の交流について言えば、これまで学界が比較的多く 関心を注いできたのは、于闐 大乗仏教、大乗経典の中原へ 輸入 および于闐画派 中原内地へ 影響などであったが 本研究によって、七世紀前後に すで 、内地の仏教造形芸術が于闐に対して大きな影響 与え いたということが明らかとなった。また、于闐と敦煌との間の交流についても 従来、晩唐五代宋初

































































 以千手観音図像為例」 （ 『新疆師範大学学報』
第三一巻第一期、九八～一〇四頁、二〇一〇年）参照。
（
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特殊で、確かにその長さは一七〇センチメートル余りに達するが、幅は七センチメートル足らずである。そのほか、紙質も非常に厚く、コータンで発見されている大多数の古代紙と比べて明らかに区別されるという 筆者は これは護身符とし 携帯するのに便利 あるとの考えに基づくものか、と推測する。幅が狭いことについては、写巻を巻き閉じた際に、 体積がさらに小さく 詰まって緊密とな ためで、紙質が厚い は摩損に堪え得 ためで これによって長い間それを携帯した際に破損してしまう を防ぐこ ができる。
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参照。当該文献
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Stein Painting 8 、八世紀末～九世紀半ば） 、及び
ジャック・ジエス、秋山光和編『西域美術：ギメ美術館ペリオ・コレクション』 （
Les 














































 兼及和田出土佛教写本」 （ 『西域文史』第二輯、 一八八～一八九頁、 北京、
科学出版社、二〇〇七年） 、賈応逸「于闐盛行密教考」 （ 『西域文史』第八輯、二頁、二〇一三年） 。
（
（（）　
平井宥慶「千手千眼陀羅尼経」 （牧田諦亮・福井文雅編『敦煌と中国佛教』 （ 『講
座敦煌』七）一四〇～一四三頁、東京、大東出版社、一九八四年。
（



















日共同考察研究報告』二四六～二四八頁）参照。考古報告では、トプルクトン二号仏寺から出土した擦擦 （塼仏） とチベット西部との密接な関係について言及する （ 「報告」五一九頁） 。しかし最近の研究では、それら 実際には東インドとの関係が接であることが明らかにされている（
Erika Forte, “Tsha tsha in K
hotan. A prelim
inary 





蔵阿里東嘎、皮央石窟考古調査簡報』 （ 『文物』一九九七年第九期 二一頁） 、霍嶷「于
闐
与蔵西：新出考古材料所見両地間的古代文化交流」 （ 『蔵学学刊』第三輯〈吐










































































































. IV. 5 ）の正面の図像がある。木板の正面の円の中に鼠首人身の像
が描かれている。鼠の頭は王冠を戴く スタインはこれを当地の人びとの崇拝を受けていた于闐の伝説で語られる鼠王であるとしている。 の比定は正しい 思われる。スタイン著、 巫新華訳『古代和田』 （原題
Ancient K














































心」 （ 『中国社会科学』二〇一〇年第六期、一八二～一九四頁） 、栄新江「歴代亀茲地区流伝的漢文典籍
 ︱︱
 以徳蔵〝吐魯番収集品〟為中心」 （中国人民大学国学院編
『国学学刊』二〇一〇年第四期、後に栄新江『絲綢之路与東西文化交流』所収、一六一～一七二頁、北京大学出版社、二〇一五年） 、同「 『蘭亭序』在西域」 （ 『国学的伝承与創新
 ︱︱
 馮其庸先生従事教学与科研六十周年慶賀学術文集』上海古関出版





































二〇〇八年） 、霍旭初「善導与西域阿弥陀浄土信仰」 （ 『首届長安佛教国際学術研討会論文集』西安、先生師範 二 一〇 、後に同『亀茲石窟佛学研究』









た阿艾石窟には、ともに盧舎那法界人中像が描かれている。クムトラ第九窟と阿艾石窟第一窟である。注意されるのは、絵画様式 漢様式であ だけでなく、その構図の方式もまた西域本土に流行した盧舎那法界人中像との差異が比較的大きい。して敦煌莫高窟題四二八窟の南壁の 仏とよく似ている。つまり、 チャの二つの石窟に見られる盧舎那仏の図像表現は、おそらく西域固有の華厳信仰の伝統と図像の系統ではなく、中原の華厳信仰とその図像の系統が 漸したことを暗示していよう。関連する図像資料について 前掲註
（（馬世長論文一四一頁、霍旭初「阿























張総 『地蔵信仰研究』 第三章 「地蔵菩薩的造像与絵画図像」 一七三～三五二頁、 北京、
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